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       梵梵 梵梵
    

音音 音音
    

～～ ～～
除

夜
除

夜
除

夜
除

夜
のの のの

鐘鐘 鐘鐘
～～ ～～
    

年
の

終
り

に

梵
鐘

を
撞

い
て

嫌
な

こ
と

を
ふ

っ
切

り
た

い
人

は
た

く
さ

ん
い

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

除
夜

に
限

ら
ず

、

昔
は

梵
鐘

の
あ

る
お

寺
か

ら
は

、
朝

な
夕

な
に

鐘
の

音
が

聞
か

れ
た

も
の

で
す

。
早

朝
に

聞
こ

え
る

の
が

「
暁

鐘
」

(
ぎ

ょ
う

し
ょ

う
)
で

す
。

一
日

の
始

め
に

あ
た

り
、

す
が

す
が

し
い

自
覚

を
促

す
思

い
が

込
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
夕

方
に

漂
う

鐘
の

音
は

「
昏

鐘
」

(
こ

ん
し

ょ
う

)
で

迷

い
に

ま
み

れ
た

耳
、
目

を
洗

い
清

め
る

の
で

す
。

大
晦

日
か

ら
新

年
に

流
れ

る
鐘

の
音

は
昏

鐘
か

ら
暁

鐘
に

至
る

の
と

同
じ

意
味

合
い

を
持

っ
て

い
ま

す
。

 

 
お

寺
に

お
参

り
し

鐘
を

撞
く

時
に

は
先

ず
、

合
掌

一
礼

し
、

一
度

だ
け

撞
き

終
え

て
ま

た
合

掌
一

礼
し

ま
す

。
帰

り
に

鐘
を

撞
い

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

そ
れ

は
家

に
お

邪
魔

し
て

帰
り

際
に

呼
び

鈴
を

鳴
ら

し
て

去
る

よ
う

な
こ

と
に

な
る

か
ら

で
す

。
 

 
で

は
、

鐘
は

何
の

為
に

撞
く

の
で

し
ょ

う
。

 

一
、

時
を

告
げ

る
た

め
 

一
、

行
事

な
ど

の
知

ら
せ

や
始

ま
り

、
区

切
り

 

の
合

図
 

    

  
つ

ま
り

、
物

事
の

「
節

目
」

を
知

ら
せ

る
事

に
あ

っ
た

よ
う

で
す

。
旧

か
ら

新
へ

の
移

り
変

わ
り

と
い

う
時

を
告

げ
る

と
同

時
に

、
生

活
上

の
け

じ
め

を
付

け
る

意
味

が
加

味
さ

れ
た

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

 
そ

の
精

神
的

意
義

づ
け

と
し

て
仏

教
の

説
く

『
百

八
煩

悩
』

を
あ

て
は

め
ま

し
た

。
鐘

の
音

に
は

煩
悩

を
消

し
去

り
迷

い
を

除
く

功
徳

が
あ

る
と

信
じ

ら
れ

て
き

ま
し

た
。

 

 
『

観
音

経
偈

』
に

説
か

れ
て

い
る

「
妙

音
観

世
音

 
梵

音
海

潮
音

」
（

清
ら

か
な

仏
の

声
が

、

細
波

の
よ

う
に

胸
に

満
ち

溢
れ

て
い

る
）

は
、

鐘
声

そ
の

も
の

を
仏

の
説

法
と

と
ら

え
、

鐘
声

を
仏

、
菩

薩
の

声
と

感
じ

る
か

ら
こ

そ
煩

悩
を

消
し

去
る

功
徳

が
あ

る
の

で
す

。
つ

ま
り

、
梵

鐘
そ

の
も

の
が

仏
、

菩
薩

な
の

で
す

。
 

 
ま

た
、

鐘
だ

け
で

は
音

は
響

き
ま

せ
ん

。
や

は
り

そ
れ

を
撞

く
私

た
ち

が
い

て
初

め
て

そ
の

働
き

を
な

す
訳

で
す

か
ら

、
日

々
の

反
省

、
誓

い
を

胸
に

撞
く

こ
と

で
、

自
身

も
ま

た
仏

、
菩

薩
と

一
体

で
あ

る

と
感

じ
る

こ
と

が

で
き

る
で

し
ょ

う
。

『
煩

悩
即

菩
提

(
仏

の
心

)
』

 

そ
し

て
さ

ら
に

「「 「「
す

べ
て

の
す

べ
て

の
す

べ
て

の
す

べ
て

の
人

々
人

々
人

々
人

々

のの のの
心心 心心

がが がが
穏穏 穏穏

や
か

に
や

か
に

や
か

に
や

か
に

な
る

よ
う

に
な

る
よ

う
に

な
る

よ
う

に
な

る
よ

う
に

、、 、、
大大 大大

地地 地地
やや やや
周
囲
一
帯

周
囲
一
帯

周
囲
一
帯

周
囲
一
帯
がが がが
浄浄 浄浄
ま
り
ま
す
よ
う
に

ま
り
ま
す
よ
う
に

ま
り
ま
す
よ
う
に

ま
り
ま
す
よ
う
に
」」 」」
と

あ
な

た
の

心
を

添
え

、
優

し
い

心
で

撞
け

ば
撞

く
程

、

人
々

の
胸

に
周

囲
に

仏
の

鐘
声

が
響

き
渡

り
ま

す
。
『

自
利

即
利

他
』

の
行

が
で

き
る

の
で

す
。
 

 
日

々
白

水
の

如
く

湧
き

起
こ

る
煩

悩
を

鐘
声

で
浄

め
、

す
が

す
が

し
い

新
年

を
迎

え
て

い
た

だ
き

た
い

も
の

で
す

。
 

初
観

音
厄

除
初

観
音

厄
除

初
観

音
厄

除
初

観
音

厄
除

けけ けけ
祈

願
祈

願
祈

願
祈

願
・・ ・・ 撥

遣
供

養
撥

遣
供

養
撥

遣
供

養
撥

遣
供

養
    

平
成
二
十

平
成
二
十

平
成
二
十

平
成
二
十
三三 三三
年
一
月
十

年
一
月
十

年
一
月
十

年
一
月
十
八八 八八
日日 日日
(( (( 火火 火火

)) )) 午
前
八
時

午
前
八
時

午
前
八
時

午
前
八
時
～～ ～～
    

本
堂

で
祈

願
の
後

、
木

札
を

授
与

致
し
ま

す
。
 

（
申

込
締

切
…
一

月
十

日
） 

◎
厄

除
厄

除
厄

除
厄

除
け
ご

け
ご

け
ご

け
ご

希
望

希
望

希
望

希
望

のの のの
方方 方方

は
申

込
用

紙
に
ご

記
入

の
上

、
お

寺
に
お

申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

◎
当

日
、
ご

都
合

の
悪

い
方

は
、
厄

除
け
ご

希
望

の
日

時
を

お
早

め
に
ご

予
約

く
だ
さ
い
。
 

◎
撥

遣
供

養
で
は

古
い
御

札
、
御

守
、
お

飾
り

な

ど
を

お
焚

き
上

げ
致

し
ま

す
の
で
、
当

日
ま

で

に
お

寺
に
お

持
ち

く
だ
さ
い
。
 

涅
槃

図
公

開
涅

槃
図

公
開

涅
槃

図
公

開
涅

槃
図

公
開

    
二

月
中

二
月

中
二

月
中

二
月

中
    

二
月

十
五

日
は
お

釈
迦

さ
ま

が
涅

槃
に
入

ら

れ
た
日

で
す

。
こ
れ
に
伴

い
、
二

月
中

、
森

泉
寺

の

大
悲

殿
に
て
寺

宝
の
涅

槃
図

二
幅

を
公

開
致

し

ま
す

。
お

参
り
の
際

に
間

近
で
ご

覧
に
な

り
、
ご

遺
徳

を
偲

ん
で
手

を
合

わ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思

い
ま

す
。
 

仏
生

会
仏

生
会

仏
生

会
仏

生
会

～～ ～～
花

祭
花

祭
花

祭
花

祭
りり りり

～～ ～～
    
四

月
八

日
四

月
八

日
四

月
八

日
四

月
八

日
（（ （（
金金 金金

）） ））    

本
堂

前
に
花

御
堂

を
安

置
し

、
誕

生
佛

（
お

釈

迦
さ

ま
）
を

お
祀

り
し

、
尊

像
に
甘

茶
を

か
け

て

誕
生

を
祝

い
ま

す
。
甘

茶
を

か
け
る
の
は

誕
生

さ

れ
た
と

き
に
甘

露
の
法

雨
が
降

っ
た
と

い
う
故

事

に
由

来
し

ま
す

。
当

日
は

甘
茶

の
お

接
待

も
し

て

い
ま

す
の
で
、
是

非
お

参
り
く
だ
さ
い
。
 

行行 行行
    

事事 事事
    

予予 予予
    

定定 定定
    

平
成
二
十
二

平
成
二
十
二

平
成
二
十
二

平
成
二
十
二
年年 年年
    

十
二

月
三

十
一

日
十

二
月

三
十

一
日

十
二

月
三

十
一

日
十

二
月

三
十

一
日

(( (( 金金 金金
)) )) 除

夜
除

夜
除

夜
除

夜
のの のの
鐘鐘 鐘鐘

【【 【【 福
引

福
引

福
引

福
引

き
・

き
・

き
・

き
・ 接

待
接

待
接

待
接

待
】】 】】 

（午
後

十
一

時
五

十
分

～
午

前
一

時
半

） 

平
成
二
十
三

平
成
二
十
三

平
成
二
十
三

平
成
二
十
三
年年 年年
    

一
月
十
八

一
月
十
八

一
月
十
八

一
月
十
八
日日 日日
(( (( 火火 火火

)) ))     
初
観
音

初
観
音

初
観
音

初
観
音
厄
除
祈
願

厄
除
祈
願

厄
除
祈
願

厄
除
祈
願

（午
前

八
時

～
）     

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

（午
前

九
時

～
） 

    

総
代
会

総
代
会

総
代
会

総
代
会

(午
前

十
一

時
半

～
) 

一
月
二

十
日
(木

) 
 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

一
月
二

十
三

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

二
月
中
 
 
 
 
 
 
涅
槃
図
公
開

涅
槃
図
公
開

涅
槃
図
公
開

涅
槃
図
公
開
 

二
月
三
日

二
月
三
日

二
月
三
日

二
月
三
日
(( (( 木木 木木

)) ))  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
節
分
星
祭

節
分
星
祭

節
分
星
祭

節
分
星
祭
りり りり
祈
祷

祈
祷

祈
祷

祈
祷
    

二
月
十

八
日

日
(金

) 
観

音
会

（午
前

八
時

～
） 

二
月
二

十
四

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

二
月
二

十
七

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

三
月
十

八
日
(金

) 
 
観

音
会

（午
前

八
時

～
） 

三
月
二
十
一
日

三
月
二
十
一
日

三
月
二
十
一
日

三
月
二
十
一
日
(( (( 月月 月月

)) )) 彼
岸
会

彼
岸
会

彼
岸
会

彼
岸
会
水
子
供
養

水
子
供
養

水
子
供
養

水
子
供
養

（午
前

九
時

～
）     

三
月
二

十
四

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

三
月
二

十
七

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

四
月

四
月

四
月

四
月
四四 四四
日日 日日
(( (( 月月 月月

)) )) ～～ ～～
五五 五五
日日 日日
(( (( 火火 火火

)) )) 四
国
巡
拝

四
国
巡
拝

四
国
巡
拝

四
国
巡
拝
(讃

岐
)     

四
月
八
日

四
月
八
日

四
月
八
日

四
月
八
日
(( (( 金金 金金

)) ))  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
花
祭

花
祭

花
祭

花
祭
りり りり
【甘

茶
接

待
終
日
】 

四
月
十

八
日
(月

) 
 
観

音
会

（午
前

八
時

～
） 

四
月
二

十
一

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

四
月
二

十
四

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

五
月
十

八
日
(水

) 
 
観

音
会

(午
前

八
時

～
) 

五
月
十

九
日
(木

) 
 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

五
月
二

十
二

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

六
月
十

八
日
(土

) 
 
観

音
会

(午
前

八
時

～
) 

六
月
二

十
三

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

六
月
二

十
六

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

七
月
十

八
日
(月

) 
 
観

音
会

（午
前

八
時

～
） 

七
月
二

十
一

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

七
月
二

十
四

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

※
都

合
に
よ

り
変

更
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
 

清
 

蓮
 

山
 

森
 

泉
 

寺
 

 
℡

（０
８

６
）‐６

９
８

‐１
９

７
２

 
 

 

 
〒

７
１

０
‐１

３
１

２
 

 
 

倉
敷

市
真

備
町

辻
田

一
一

六
二

 

 
 

真 言 宗 御 室 派 

法
 

光
 

新
聞

「法
光

」は
檀

信
徒

の
皆

様
に

当
山

の
活

動
を

お
知

ら
せ

す
る

と
共

に
弘

法

大
師

の
御

教
え

を
分

か
り

や
す

い
言

葉

で
お

伝
え

す
る

目
的

で
発

行
し

ま
す

。
 

 

◎
『
除

夜
の
鐘

』
・・・ご

家
族

皆
さ
ん

で
ご

参
拝

く
だ
さ
い
。
 
福

引
が
あ

り
ま

す
。
(先

着
順

) 
甘

酒
、
ゆ

ず
湯

も
お

接
待

し
て
い
ま

す
。
 

◇毎月の観音会では生花のお供えをくださる方、お勤め後の下座行 

(奉仕作業)をしてくださる方、いつもありがとうございます。 
【1】 
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 子子 子子
ど

も
ど

も
ど

も
ど

も
練

成
会

練
成

会
練

成
会

練
成

会
    
七

月
二

十
九

日
七

月
二

十
九

日
七

月
二

十
九

日
七

月
二

十
九

日
～～ ～～

三
十

日
三

十
日

三
十

日
三

十
日
    

夏
休

み
の
始

め
に
錬

成
会

を
行

い
ま

し
た
。
参

加
し

た
十

九
名

の
子

ど
も

た
ち

は
、
朝

夕
の
お

勤

め
、
掃

除
、
腕

輪
念

珠
作

り
、
写

仏
、
茶

道
、
ミ

ニ
盆

栽
コ
ケ

玉
作

り
、
筆

供
養

な
ど

を
体

験
し

ま
し
た

。

ま
た
共

同
生

活
を

楽
し
み

な
が
ら

思
い
や

り
、
助

け
合

い
の
心

を
養

う
こ
と

が
出

来
た
よ

う
で
す

。
 

 

                 

         

観
音

会
観

音
会

観
音

会
観

音
会

    
毎

月
十

八
日

毎
月

十
八

日
毎

月
十

八
日

毎
月

十
八

日
    

 
本

尊
聖

観
音

さ
ま

ご
縁

日
に
毎

月
、
朝

八
時

か

ら
参

拝
者

の
方

々
と

ご
祈

願
を

し
て
い
ま

す
。
 
 

聖
観

音
さ
ま

は
滅

罪
、
施

餓
鬼

本
尊

と
し

て
の

功
徳

が
あ

る
と

言
わ

れ
、
煩

悩
に

ま
つ
わ

れ
た

日
々

の
生

活
で
の
行

い
を

懺
悔

す
る

こ
と

で
、
心

の
垢

を
取

っ
て
く

れ
ま

す
。
マ
イ
ナ

ス
に
傾

い
た

心
の
状

態
を

先
ず

は
ゼ
ロ
の
状

態
に
近

づ
け
る
こ

と
が

す
な

わ
ち

、
心

身
の
浄

化
、
生

き
る

活
力

の

源
と

な
る

の
で
す

。
ま

た
、
餓

鬼
に
施

す
こ
と

は

自
身

や
先

祖
に
至

る
ま

で
そ
の
功

徳
が
廻

り
、
家

庭
円

満
に
繋

が
り
ま

す
。
 
 

お
寺

に
は

そ
の
他

、
千

手
観

音
さ

ま
、
十

一
面

観
音

さ
ま

も
お

祀
り

し
て
お

り
、
精

神
安

定
、
除

疫
、
除

災
、
破

地
獄

、
夫

婦
円

満
、
易

産
に
ご

利
益

が
あ

り
ま

す
。
是

非
、
お

参
り
く
だ
さ
い
。
 

 
 

                 

第
五

回
第

五
回

第
五

回
第

五
回

    
観

月
会

観
月

会
観

月
会

観
月

会
    
十

月
二

十
三

日
十

月
二

十
三

日
十

月
二

十
三

日
十

月
二

十
三

日
（（ （（
土土 土土

）） ））     

 
お

寺
に
気
軽

に
足

を
運

ん
で
い
た

だ
く
機

会
に

な
れ
ば

と
思

い
、
始

め
た

こ
の
観

月
会

も
今
年

で

５
回
目

と
な

り
ま

し
た
。
 

当
日

は
お
抹

茶
の
接

待
、
大
正
琴

、
舞
踊

の
奉

納
の
他

、
ブ
リ
ラ
ン
テ
に
よ

る
弦

楽
四
重
奏

が
あ

り
、
参

拝
者

の
方

々
は

間
近

で
聴

く
生
演
奏

に
感

動
さ
れ

て
い
ま

し
た

。
作
品
展
示

会
場

に
は
今
年

も
様

々
な

力
作

が
多
数
並

ん
で
、
感

心
さ
れ

る
方

や
新

た
な
創

作
意
欲

を
掻

き
立

て
ら

れ
る

方
も

お
ら

れ
た
よ

う
で
す

。
 

 
会

の
始

め
は
曇

り
空

で
し
た
が
、
終

わ
っ
て
帰

ら

れ
る
頃

に
は

ち
ょ
う

ど
東

の
空

に
満

月
が
顔

を

覗
か
せ
、
お
見
送

り
を

し
て
く

れ
て
い
る

よ
う

で

し
た
。
 

 
今
回

も
お

接
待

の
品

の
準
備

や
当

日
に
お

手
伝

い
く

だ
さ

っ
た

方
々

、
作
品
展
示

に
ご
協

力
く

だ

さ
っ
た
方

々
に
心

か
ら
感
謝

致
し
ま

す
。
 

                

四
国
霊
場

四
国
霊
場

四
国
霊
場

四
国
霊
場
とと とと
百
観
音
巡

百
観
音
巡

百
観
音
巡

百
観
音
巡
り
を

り
を

り
を

り
を
終終 終終
え
て

え
て

え
て

え
て
    

（
一
昨
年

前
に
満

願
さ
れ
た
方

の
感
想
文

） 

定
年
退
職

と
同

時
に
霊
場
巡

り
に
足
掛

け
十

五
カ
年

間
、
夫

婦
で
欠
席

す
る
こ
と

な
く

参
加

さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

白
衣
姿

を
鏡

に
映

し
用
意
万
端

。
少

し
こ
そ
ば

ゆ
い
感

が
あ

り
ま

し
た

。
先
輩

方
そ
し

て
一
番
霊

場
に
着

い
て
香
煙

の
中

で
読
経

に
す

っ
か
り
別
世

界
の
人

に
な

り
ま

し
た

。
霊
場
巡

り
は
人

生
後
半

の
行

と
考
え

て
い
ま

し
た

が
、
若

い
人

が
多

い
の

に
驚

き
ま

し
た
。
 

お
参

り
の
途

中
、
見
知

ら
ぬ

同
行

の
方

か
ら

心

の
こ
も

っ
た
優

し
い
励

ま
し

の
挨
拶

に
身

も
心

も

溶
け
あ

っ
て
険

し
い
詣

道
に
も
元
気
百
倍

。
浮
世

離
れ

の
時

間
を
過

ご
す

よ
う
に
な

り
、
ひ
と
皮
脱

い
だ
人

生
を
味

わ
う
こ
と

が
で
き

ま
し
た
。
 

そ
れ
以

来
、
春
秋

の
お

参
り
が
待

ち
遠

し
く

て

電
話

を
し

た
り
、
道
端
談
義

に
花

が
咲

い
た

り
し

ま
し

た
。
友
達

も
次
第

に
多

く
な

り
、
ま

た
不

思

議
と
天
候

に
も
恵

ま
れ

、
寺
院
内
外

の
尊
厳

さ
に

心
ひ
か
れ

、
楽

し
み
多

い
お

参
り
が
で
き

ま
し

た
。

国
宝

の
名
所
旧
跡

も
心

を
奪

わ
れ

る
ば

か
り

で

し
た

。
そ
の
度

ご
と

に
森

泉
寺
様

、
皆
様

か
ら
多

く
の
写
真

を
頂

き
、
思

い
出

に
浸

っ
て
お

り
ま

す
。

宝
物

に
な

り
ま

し
た

。
本

当
に
あ

り
が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た
。
 
 
 ダ

イ
ヤ

ダ
イ
ヤ

ダ
イ
ヤ

ダ
イ
ヤ
婚
夫
婦

婚
夫
婦

婚
夫
婦

婚
夫
婦
（（ （（ 結

婚
六
十
年

結
婚
六
十
年

結
婚
六
十
年

結
婚
六
十
年
）） ）） 

 ※
参
拝
者
の
方
々
の
体
験
や

感
想
を
募
集
し
て
い
ま
 

す
。
今

後
の
巡

拝
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

、
よ

り

良
い
お

参
り

が
で
き

る
よ

う
、
努

め
て
い
き

た
い
と

思
い
ま

す
の
で
、
お

気
軽

に
お

寺
ま

で
お

寄
せ

く
だ

さ
い
。
ま

た
感

想
文

は
次

号
以

降
の
新

聞
に
掲

載
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

施施 施施
    
餓餓 餓餓
    
鬼鬼 鬼鬼
    
法法 法法
    
要要 要要
    
八
月
十
七
日

八
月
十
七
日

八
月
十
七
日

八
月
十
七
日
（（ （（
火火 火火
）） ））    

法
要

前
に
副
住
職
結
婚

副
住
職
結
婚

副
住
職
結
婚

副
住
職
結
婚
をを をを
祝祝 祝祝
しし しし
、、 、、 夫

婦
夫
婦

夫
婦

夫
婦
がが がが
好好 好好
き
な

き
な

き
な

き
な
言
葉

言
葉

言
葉

言
葉
をを をを
一
枚

一
枚

一
枚

一
枚
    

一
枚

一
枚

一
枚

一
枚
にに にに
心心 心心
をを をを
込込 込込
め
て

め
て

め
て

め
て
書書 書書
い
た

い
た

い
た

い
た
『『 『『 散

華
散
華

散
華

散
華
』』 』』
をを をを
散散 散散
じ
ま
し
た

じ
ま
し
た

じ
ま
し
た

じ
ま
し
た
。。 。。
    

 
散
華

と
は
寺
院

で
法
要

を
厳
修

す
る
時

に
、
諸

仏
を

供
養

す
る
 

為
に
ま

か
れ
る
も
の
で
、
元

来
は
蓮
弁

を
は
じ
め

と
す

る
生

花
が
 

使
わ

れ
て
き

ま
し
た
が
、
現
在

は
蓮

の
花
び
ら

を
模

っ
た
色

紙
が
 

代
用

さ
れ
る
こ
と

が
多

く
な

り
ま

し
た
。
散
華

に
は
大

日
如

来
さ
 

ま
の
御
朱
印

を
押

し
て
お

り
ま

す
の
で
、
手

に
取

ら
れ
た
方

は
お
 

仏
壇

に
お

祀
り
い
た
だ
く
か
、
御
守

と
し
て
お

持
ち

く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今
年

も
多

く
の
檀
信
徒

の
皆
様

に
ご

参
拝

を
い
た
だ
き

、
 

各
家

の
ご

先
祖

さ
ま

を
は
じ
め

と
す

る
諸
霊

の
ご

供
養

 

を
勤

め
、
法
要

後
の
法
話

で
は
、
広
島
県
廿

日
市
市

の
 

三
光
院

御
尊
住

 
奥
野
隆
海
僧
正

の
 

『『 『『 心心 心心
ひ
と
つ
で

ひ
と
つ
で

ひ
と
つ
で

ひ
と
つ
で
幸幸 幸幸
せ
に
も
な
り

せ
に
も
な
り

せ
に
も
な
り

せ
に
も
な
り
、、 、、 辛辛 辛辛

く
も
な
る

く
も
な
る

く
も
な
る

く
も
な
る
』』 』』
    

時
折

、
笑

い
も
起

こ
る
お
話

に
参

拝
者

は
熱

心
に
耳

を
 

傾
け
て
お

ら
れ
ま

し
た
。
 

【2】 
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 四
国

八
十

八
四

国
八

十
八

四
国

八
十

八
四

国
八

十
八

ヶヶ ヶヶ
所

霊
場

所
霊

場
所

霊
場

所
霊

場
巡

拝
巡

拝
巡

拝
巡

拝
並並 並並

び
に

び
に

び
に

び
に
    

ぼ
け

ぼ
け

ぼ
け

ぼ
け
封封 封封

じじ じじ
三

十
三

観
音

霊
場

巡
拝

三
十

三
観

音
霊

場
巡

拝
三

十
三

観
音

霊
場

巡
拝

三
十

三
観

音
霊

場
巡

拝
の
ご

の
ご

の
ご

の
ご

案
内

案
内

案
内

案
内
    

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日
～～ ～～
五五 五五
日日 日日
（（ （（ 一

泊
二
日

一
泊
二
日

一
泊
二
日

一
泊
二
日
）） ））     

今
回

の
讃
岐

一
国

参
り

で
四
国
霊
場

八
巡
目

結
願

、
ぼ

け
封
じ

も
結

願
を
迎
え

ま
す

。
途

中
か

ら
で
も

大
歓
迎

で
す

の
で
、
一
緒

に
お

大
師

さ
ま

の
足
跡

、
ご

加
護

に
触

れ
る
旅

に
参

加
し

て
み

ま

せ
ん

か
？
お
誘

い
合

わ
せ
の
上

、
お

申
し

込
み

く

だ
さ
い
。
※※ ※※
日
程
並

日
程
並

日
程
並

日
程
並
び
に

び
に

び
に

び
に
申
込
書

申
込
書

申
込
書

申
込
書
はは はは
後
日

後
日

後
日

後
日
おお おお
配配 配配
りり りり
致致 致致
し
ま
す

し
ま
す

し
ま
す

し
ま
す
。。 。。 

       

 

       

 

～～ ～～
日

常
生

活
日

常
生

活
日

常
生

活
日

常
生

活
にに にに
関

係
関

係
関

係
関

係
のの のの
深深 深深

いい いい
神神 神神

ささ ささ
まま まま

～～ ～～
    

仏
教

で
「
天
部
」
の
位

に
お

ら
れ
る
神

さ
ま

は
、

如
来

、
菩
薩

、
明
王

の
次

の
位

に
な

り
、
人

間
に
よ

り
近

く
、
様

々
な

願
い
事

を
即
座

に
聞

い
て
く

だ

さ
る
の
で
、
古

く
か
ら
親

し
ま

れ
庶
民

に
厚

く
信

仰
さ

れ
て
き

ま
し

た
。
し

か
し

、
現
在

で
は

そ
の

存
在

さ
え
知

ら
な

い
方

も
増
え
て
き

て
い
ま

す
。

少
し

で
も
知

っ
て
い
た

だ
く
為

、
な

か
で
も

身
近

な
神

さ
ま

を
ご
紹
介

し
ま

す
。
 

地地 地地
    
神神 神神
    

神
社

の
管
理

を

受
け
ず

道
端

や
街

角
に
自
然
石

や
祠

を
建

て
て
お
祭

り

さ
れ

て
い
る

大
切

な
神
様

で
す

。
土

地
や
屋
敷

の
神

さ

ま
で

地
主

神
(
ジ

ヌ
シ
ガ

ミ
)
、
地

神
(
ジ
シ
ン
、
ジ
ガ

ミ
)
な

ど
と

言

わ
れ

て
い
ま

す
。
屋
敷

神
の
一
種

と
し

て
宅

地
の

一
隅

や
隣

接
す

る
場
所

に
祀

ら
れ

る
場

合
も
多

く
、
中

に
は

家
代

の
祖
霊

を
祀

っ
た

り
し

て
い
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。
 

氏氏 氏氏
    
神神 神神
    

氏
神

と
は
も
と

も
と

、
古
代
社

会
で
血

縁
的

な

関
係

に
あ

っ
た
一
族

が
お
祭

り
し
た
共
通

の
神
様

の
こ
と

で
、
そ
の
一
族

の
先

祖
神

だ
っ
た

り
、
そ
の

一
族

に
由
緒
深

い
神

さ
ま

だ
っ
た
り
す

る
こ
と

が

多
か
っ
た
よ

う
で
す

。
 

産産 産産
    
土土 土土
    
神神 神神
（（ （（ う

ぶ
す
な

が
み

う
ぶ
す
な

が
み

う
ぶ
す
な

が
み

う
ぶ
す
な

が
み
）） ））     

産
土

と
は
生

ま
れ
た
土

地
、
本
拠

な
ど

の
意
味

で
、
そ
の
土

地
を

守
護

し
て
く

れ
る
神

さ
ま

が
産

土
神

で
し

た
。
古

来
稲

作
を

中
心

に
し

て
き

た
日

本
で
は

一
か
所

に
定
住

し
て
集
落

を
営

み
、
共

同

作
業

に
よ

っ
て
稲

作
に
励

み
ま

し
た

。
こ
う

し
た

集
落

を
守

っ
て
く
れ
る
神

さ
ま

が
産
土

神
で
す

。
 

 昔
か
ら

こ
れ
ほ

ど
身

近
な
存
在

で
あ

り
な

が
ら

、

ひ
っ
そ

り
と

祀
ら

れ
て
い

る
こ
れ

ら
の
大

切
な

神
々
に
気
付

い
て
い
た

だ
き

、
感
謝

の
心

を
向

け

て
お

祀
り
く
だ
さ
れ
ば
と

思
い
ま

す
。
 

写
経

写
経

写
経

写
経

会会 会会
三

十
周

年
三

十
周

年
三

十
周

年
三

十
周

年
    

近
年

の
研
究

に
よ

る
と

、
写
経

は
科
学
的

に
も

脳
に
と

て
も
良

い
効
果

を
も
た
ら
す

よ
う
で
す

。
 

な
ぜ

な
ら

、
お
経

を
読
む

こ
と

で
先

ず
目

で
見

る
こ
と

、
自

ら
の
口

よ
り

音
を
発

生
す

る
こ
と

、

聞
く

こ
と

が
同

時
に
出

来
、
さ
ら

に
実

際
に
書

写

す
る

こ
と

で
筆

が
紙

の
上

を
走

る
筆
圧

、
感
触

、

そ
し

て
お
香

の
よ

い

香
り

を
嗅

い
で

心
を

定
に
す

る
こ
と

。
こ
の

六
つ

の
要
素

が
一

会

に
凝
縮

さ
れ

て
い

る

か
ら

で
す

。
 

当
山

で
は
昭
和

五
十

五
年
三

月
よ

り
三

十
年

に
渡

り
般
若

心
経

の
写
経

会
を

行
っ
て
い
ま

す
。
 
 
 

月
に
二
回

、
お

寺
の
客

殿
で
朝

の
清

ら
か
な
静
寂

の
中

、
 

読
経

読
経

読
経

読
経
、、 、、 法

話
法
話

法
話

法
話
、、 、、 写

経
写
経

写
経

写
経
、、 、、 祈

願
祈
願

祈
願

祈
願
    

と
い
う
内
容

で
行

っ
て
い
ま

す
。
 

平
成
四
年

に
は

そ
の
浄
財

に
よ

り
「「 「「
大
日
如
来

大
日
如
来

大
日
如
来

大
日
如
来

像像 像像
」」 」」
を
京
都

京
都

京
都

京
都
のの のの
松
久
宗

松
久
宗

松
久
宗

松
久
宗
琳琳 琳琳
仏
所

仏
所

仏
所

仏
所

に
依
頼

し
謹
刻

し

て
い
た

だ
き

、
現
在

は
大

悲
殿

に
お

祀
り
し

て
い

ま
す

。
 

写
経

に
興
味

の
あ

る
方

は
先

ず
、
お

寺
に
お
問

い
合

わ
せ
の
上

、
お
気
軽

に
ご

参
加

く
だ
さ
い
。
 

写
経
奉
納
料

 
一
巻

 
壱

千
円

 

 

写
経

奉
納

者
御

芳
名

写
経

奉
納

者
御

芳
名

写
経

奉
納

者
御

芳
名

写
経

奉
納

者
御

芳
名

（（ （（
敬

称
略

敬
称

略
敬

称
略

敬
称

略
）） ））     

五
百
巻

五
百
巻

五
百
巻

五
百
巻
奉
納

奉
納

奉
納

奉
納

    

・浅
沼

す
み

子
 
・川
田
正
幸

 
・中
井
美

子
 
 

四
百
巻

四
百
巻

四
百
巻

四
百
巻
奉
納

奉
納

奉
納

奉
納

    

・髙
杉
喜
美

子
 
・妹
尾
鏡

子
(
亡
) 
 

・小
西
節

子
 
・山
崎
聡

 
・浅
沼

道
子

 
 

・浅
沼
和
女

 

三
百
巻

三
百
巻

三
百
巻

三
百
巻
奉
納

奉
納

奉
納

奉
納

    

・佐
野
美
津

(
亡
) 
・堀
口

近
礼

(
亡
) 
 

・小
西
登
美
枝

 
・浅
沼
裕

子
 
・亀
井
山
伸

子
 

・中
山
清
美

 
・松
王
静
恵

 
・渋
谷
政

子
 

二
百
巻

二
百
巻

二
百
巻

二
百
巻
奉
納

奉
納

奉
納

奉
納

    

・渋
谷
裕

(
亡
) 
・亀
井
山
俊
光

 
 

・中
山
謙

二
(
亡
) 
・髙
杉
百

夫
(
亡
)
 

・枝
松

安
男

(
亡
) 
・岩
田
富
貴

子
 

・浅
沼
美
喜
恵

 
・中
村
佶

子
 
・信

定
紘

子
 

・浅
沼
静
野

 
・浅
沼
百
代

 
・中
山
春
恵

 

・佐
野
育

子
 
・吉
岡

早
苗

 
・瀧

本
幸

 

・堀
口
次
女

 
・松
田
俊

子
 
・藤
田
栄

子
 

・浅
沼
敏

子
 
・渋
谷
愛

子
 
・三
宅
敏

子
 
 

・木
下

由
美

子
 

百
巻

百
巻

百
巻

百
巻
奉
納

奉
納

奉
納

奉
納

    

・小
西
熊

夫
(
亡
) 
・小
西
菊
代

(
亡
) 
 

・小
西

千
歳

(
亡
) 
妹
尾
太
郎

(
亡
) 

・中
井
忠
孝

(
亡
) 
・三
宅
平

八
(
亡
) 

・浅
沼
健

(
亡
) 
・浅
沼

利
津
恵

 

・横
浦
多
津

子
 
・安
永
ハ
ツ
エ
 

・槙
原
美
知

子
 
・岩
田

始
(
亡
) 
・小
野
波

子
 

・浅
沼
松
江

 
・玉

置
ヒ
ロ
子

 
・阿
久
根
素

子
 

・瀧
本
亮

一
 
・佐
野
礼

子
 
・原
田
達
美

 
 

・藤
田
裕
代

 
・山
崎
光

子
 
・山
崎
宏

子
 
 

・原
田
和
代

 
・三
宅
英

子
 
・佐
野
緑

 
 

・堀
口

千
尋

 
・笹
岡
正
弘

 

右
、
平

成
二

十
二
年

十
一

月
現
在

ま
で
 

 

大日如来大日如来大日如来大日如来    
※
節

分
星

祭
り
祈

祷
の
御

札
お

申
し
込

み
は
お

早
め

に
お

願
い
し
ま

す
。
（
締

切
り
…
一

月
十

八
日

ま
で
） 

【3】 
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 般
若
心
経

般
若
心
経

般
若
心
経

般
若
心
経
と
は

と
は

と
は

と
は
？？ ？？
    

在
家

の
方

で
も

よ
く
知

っ
て
い
る
お
経

の
一

つ

で
、
法

事
や
四
国
遍
路

な
ど
巡

拝
す

る
と

き
に
よ

く
唱
え
ら

れ
て
い
ま

す
。
 

一
般
的

に
は

「「 「「
空空 空空

」」 」」
の

真
理

を
述
べ
て

い
る
経

典
で
、
慈

悲
と
救
済

を
特

色
と

す
る

観
音
菩
薩

の

深
遠

な
智
慧

の
完

成
が

説
か

れ
て

い
る

と
考
え

ら
れ
て
い
ま

す
。
 

し
か
し
、
弘

法
大
師
空
海

は
「「 「「
般
若
心
経
秘
鍵

般
若
心
経
秘
鍵

般
若
心
経
秘
鍵

般
若
心
経
秘
鍵
」」 」」

の
中

で
般
若

心
経

は
偉

大
な
智
慧

を
象
徴

す
る

真
言

真
言

真
言

真
言

を
説

い
て
い
る
の
で
そ
の
「「 「「
こ
と
ば

こ
と
ば

こ
と
ば

こ
と
ば
」」 」」
は
大
般

若
菩
薩

（
す
べ
て
の
仏

の
智
慧

を
生

み
出

す
母

な

る
仏

）
が
瞑
想

の
境

地
で
さ

と
っ
た

如
来

如
来

如
来

如
来

のの のの
智

慧
智

慧
智

慧
智

慧

を
表

し
て
い
る
と
説

い
て
お

ら
れ
ま

す
。
 

 
つ
ま

り
、
唱唱 唱唱

え
た
り

え
た
り

え
た
り

え
た
り
、、 、、 書

写
書
写

書
写

書
写
す
る
こ
と

す
る
こ
と

す
る
こ
と

す
る
こ
と

でで でで
知知 知知
ら
ず

ら
ず

ら
ず

ら
ず

知知 知知
ら

ず
の
う
ち

に
ら

ず
の
う
ち

に
ら

ず
の
う
ち

に
ら

ず
の
う
ち

に
仏仏 仏仏

のの のの
智

慧
智

慧
智

慧
智

慧
にに にに
直

接
直

接
直

接
直

接
、、 、、
身

心
身

心
身

心
身

心
でで でで
触触 触触

れ
る
こ
と

れ
る
こ
と

れ
る
こ
と

れ
る
こ
と
が
で
き
る

が
で
き
る

が
で
き
る

が
で
き
る
経
典

経
典

経
典

経
典
な

の
で
す

。
 

              

心心 心心
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
贈贈 贈贈

りり りり
物物 物物
    

二
十
世
紀

は
物
質

の
時
代

。
二

十
一
世
紀

は
こ

こ
ろ
の
時
代

と
言

わ
れ

、
は

や
十
年

を
過
ぎ

ま
し

た
。
し

か
し
私

た
ち

の
心

が
豊

か
に
な

っ
た

か
と

言
う
と
逆

の
よ

う
に
感
じ
ま

す
。
 

こ
こ
で
何

か
の
き

っ
か
け

と
な

れ
ば

と
思

い
、

一
冊

の
本

を
紹
介

し
た
い
と

思
い
ま

す
。
 

「「 「「
い
の
ち

の
お
は
な

し
い
の
ち

の
お
は
な

し
い
の
ち

の
お
は
な

し
い
の
ち

の
お
は
な

し
」」 」」
こ
れ

は
小
学
四
年

生
(
十

才
)
く

ら
い
の
子

ど
も

を
対
象

と
し

て
出
版

さ
れ

た
絵

本
で
す

が
、
内
容

は
大
人

も
考
え
さ
せ
ら

れ

る
よ

う
な

、
心
温

ま
る
お
話

し
で
す

。
 

こ
の
本

の
筆

者
で
も

あ
る

日
野

原
重

明
日

野
原

重
明

日
野

原
重

明
日

野
原

重
明

さ
ん

と
い
う
齢

九
十

五
歳

に
も

な
る
病
院

の
現
役

の

先
生

が
、
子

ど
も

た
ち

に
「
命

と
は

な
に

か
」
と

い
う
テ
ー
マ

で
授
業

を

さ
れ
て
い
ま

す
。
 誰
し

も

い
の
ち

に
つ

い
て
考
え
た

こ
と

が
あ

る
と

思
い
ま

す
。
我

々
僧

侶
も
特

に
人

の
死

を
見

つ
め

る
こ
と

の
多

い
立
場

で
す

か
ら

、
そ
の
機

会
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま

す
。
 

お
釈

迦
さ

ま
が

言
う
「
生
老
病
死
」
の
苦

は
こ

の
世

に
生

き
る
全

て
の
者

が
必

ず
体

験
し

な
く

て
は

な
り
ま

せ
ん

。
逃

れ
た

く
て
も
逃

れ
ら

れ
な

い
苦

し
み

で
す

。
し

か
し

、
普
段

は
意
識

し
な

い

方
が
殆

ど
だ

と
思

い
ま

す
。
い
つ
か
は

滅
び
る
身

で
あ

る
と
知

っ
て
い
な

が
ら

、
自
分

が
存
在

し
生

き
て
い
る
こ
と

が
当

た
り
前

の
よ

う
に
日

々
を
過

ご
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
本

の
い
の
ち

の
授
業

で
は
「
い
の
ち
」
が
ど

こ
に
存
在

す
る
の
か
、
子

ど
も

た
ち

に
問

い
か
け

ま
す

。
聴
診
器

で
隣

同
士

の
友
達

の
心

音
を
聞

き
、

「
毎

日
脈
打

つ
心
臓

だ
」
「
い
ろ
ん

な
こ
と

を
考
え

る
脳

だ
」
と

か
「
体
全
部
」
と

か
様

々
な
答
え
が
返

っ
て
く
る
中

で
、
先

生
は
こ
う
答
え
ま

す
。
 

「「 「「
い
の
ち
は
き
み
た
ち
が

い
の
ち
は
き
み
た
ち
が

い
の
ち
は
き
み
た
ち
が

い
の
ち
は
き
み
た
ち
が
持持 持持
っ
て
い
る

っ
て
い
る

っ
て
い
る

っ
て
い
る
    

時
間

時
間

時
間

時
間
だ
と

だ
と

だ
と

だ
と
言言 言言
え
ま
す

え
ま
す

え
ま
す

え
ま
す
」」 」」
と

。
 

そ
し
て
 

「「 「「
き

み
た

ち
に
は

き
み

た
ち

に
は

き
み

た
ち

に
は

き
み

た
ち

に
は

、、 、、
ど

の
よ

う
に
で
も

ど
の
よ

う
に
で
も

ど
の
よ

う
に
で
も

ど
の
よ

う
に
で
も

使使 使使
え
る

え
る

え
る

え
る

自
分

自
分

自
分

自
分

のの のの
時

間
時

間
時

間
時

間
をを をを

持持 持持
っ
て
い
る

っ
て
い
る

っ
て
い
る

っ
て
い
る
。。 。。
時

間
時

間
時

間
時

間
をを をを

使使 使使
うう うう

こ
と
は
い
の
ち
を

こ
と
は
い
の
ち
を

こ
と
は
い
の
ち
を

こ
と
は
い
の
ち
を
使使 使使
う
こ
と
で
す

う
こ
と
で
す

う
こ
と
で
す

う
こ
と
で
す
」」 」」
と

。
 

 
こ
の
本

を
読

ん
だ
私

自
身

も
ハ
ッ
と
気

づ
か
さ

れ
た
よ

う
な
気

が
し
ま

し
た
。
一

日
一

日
の
時

間

の
中

に
い
の
ち

が
あ

る
こ
と

を
考
え
ず

、
ど

れ
だ

け
粗
末

に
し

て
き

た
か
・・・ま

た
、
ど

れ
だ

け
た

く

さ
ん

の
方

々
の
い
の
ち

を
使

い
、
助

け
ら

れ
て
き

た
こ
と

か
・・・ 

 
お

大
師

さ
ま

の
言
葉

に
 

「「 「「
菩
薩

菩
薩

菩
薩

菩
薩
のの のの
用
心

用
心

用
心

用
心
はは はは
、、 、、 み

な
み
な

み
な

み
な
慈
悲

慈
悲

慈
悲

慈
悲
を
も
っ
て

を
も
っ
て

を
も
っ
て

を
も
っ
て
本本 本本
と
し

と
し

と
し

と
し
、、 、、

利
他

利
他

利
他

利
他
を
も
っ
て

を
も
っ
て

を
も
っ
て

を
も
っ
て
先先 先先
と
す

と
す

と
す

と
す
。。 。。
    

よ
く
こ
の

よ
く
こ
の

よ
く
こ
の

よ
く
こ
の
心心 心心
にに にに
住住 住住
し
て

し
て

し
て

し
て
、、 、、 浅

執
浅
執

浅
執

浅
執
をを をを
破破 破破
し
て

し
て

し
て

し
て
    

深
教

深
教

深
教

深
教
にに にに
入入 入入
る
る
は

る
る
は

る
る
は

る
る
は
利
益

利
益

利
益

利
益
も
っ
と
も

も
っ
と
も

も
っ
と
も

も
っ
と
も
広広 広広
しし しし
。
」

。
」

。
」

。
」
    

と
あ

り
ま

す
。
 

日
野
原

先
生

が
自

ら
の
い
の
ち

を
こ
れ
か
ら

の

子
ど

も
達

の
為

に
使

い
、
心

に
直

接
響

く
授
業

を

さ
れ
て
い
る
姿

は
ま

さ
に
こ
の
菩
薩

行
で
あ

る
と

感
じ

ま
す

。
今

、
こ
の
瞬

間
を

ど
う
生

き
る
か
、
こ

の
い
の
ち

と
い
う
時

間
を

大
切

に
す

る
こ
と

は
自

身
だ

け
で
な

く
、
家
族

や
周

り
の
人

の
い
の
ち

を

尊
重

す
る
こ
と

に
も

な
り
、
心

の
安

定
に
も

繋
が

り
ま

す
。
 

 
興
味

の
あ

る
方

は
是

非
、
読

ん
で
み

て
く

だ
さ

い
。
ま

た
、
子

ど
も

さ
ん

や
お
孫

さ
ん
へ
の
素
敵

な
プ
レ

ゼ
ン
ト

に
も

な
る

と
思

い
ま

す
よ

。
 

平
成

二
十

三
年

度
年

忌
表

 

一
周

忌
 

 
 

平
成

二
十

二
年

亡
 

三
回

忌
 

 
 

平
成

二
十

一
年

亡
 

七
回

忌
 

 
 

平
成

十
七

年
亡

 

十
三

回
忌

 
 

 
平

成
十

一
年

亡
 

二
十

三
回

忌
 

 
 

昭
和

六
十

四
年

亡
 

二
十

五
回

忌
 

 
 

昭
和

六
十

二
年

亡
 

三
十

三
回

忌
 

 
 

昭
和

五
十

四
年

亡
 

三
十

七
回

忌
 

 
 

昭
和

五
十

年
亡

 

五
十

回
忌

 
 

 
昭

和
三

十
七

年
亡

 

七
十

回
忌

 
 

 
昭

和
十

七
年

亡
 

百
回

忌
 

 
 

明
治

四
十

五
年

亡
 

右
表
を
ご
参
照
の
上
、
年
忌
法
事
を
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
土
日
、
祝
日
ご
希
望
の

方
は
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。
 

卯
年

生
ま

れ
の

守
り

本
尊

 

文
殊

菩
薩

 
乾

差
跨

起
誇

あ

ら

は

し

ゃ

の

う

 

文
殊
菩
薩
の
徳
性
は
悟
り
へ
到
る
重
要
な

要
素
、
般

若
＝
智
慧
で
あ

る
。
尚
、
本
来
悟
り
へ
到
る
た
め

の

智
慧
と

い
う
側
面
の
延
長
線
上
と

し
て
、
一
般
的
な

知
恵
（
頭
の
良
さ
や

知
識
が
優
れ
る
こ
と

）の
象
徴

と
も
な

り
、
こ
れ
が
後
に
「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
智

恵
」
と

い
う
こ
と

わ
ざ
を
生
む
こ
と

に
な

っ
た
。
 

 

伝  道  板 

鳥
獣

草
木

の
 

音
声

は
 

す
べ

て
 

仏
の

言
葉

で
あ

る
 

        『性
霊

集
』 

巻
第

三
 

感
 
謝

 
 
日

頃
よ

り
奉

仕
で

境
内

お
よ

び
周

辺
、焼

却
場

の
掃

除
や

お
地

蔵
様

へ
生

花
を

お
供

え
く

だ
さ

る
方

々
、あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。 

【4】 


